
■阿賀野川沿川の自治体等で構成する阿賀野川水防連絡会では、関係機関との情報共有を目的に、阿
賀野川の洪水時に危険が予想される箇所や水防倉庫等を関係機関合同で現地確認を行い、出水に備え
ました。

令和５年度 阿賀野川重要水防箇所及び水防倉庫巡視 開催概要

■開催概要
実施日：令和５年６月８日（木）
参加機関：新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、新潟市各消防団・消防署、阿賀野市 消防本部、五泉市 消防本部

東北電力（株） 会津若松支社、東日本旅客鉄道（株）新潟支社、阿賀野川河川事務所

■巡視箇所 ※（●）はランクを指す ■巡視の様子

阿賀野市法柳 阿賀野市小松

阿賀野市下里（羽越本線鉄橋）

中新田災害対策機械等格納庫本所緊急資材備蓄倉庫

○胡桃山出張所管内
・横雲橋 （桁B、径）
・江南区小杉 （堤A、基A）
・本所緊急資材備蓄倉庫
・泰平橋 （桁B、径)
・松浜橋 （桁B、径）
・東区松浜町 （越A、水・洗A、堤B）
・北区濁川 （堤A）
・北区高森（越B）
・北区小杉 （堤B、基B）
・阿賀野市法柳 （堤A、基A、越B）
・阿賀野市深掘 （堤B）

○満願寺出張所管内
・阿賀野市下里 （越B）
・羽越本線鉄橋 （桁B、径）
・阿賀野市千唐仁 （基A）
・阿賀野市小浮 （基A）
・阿賀野市小松 （越A、越B）
・五泉市小流 （基A）
・五泉市渡場 （堤A、基B）
・五泉市三本木 （堤B）
・羽下大橋 （桁A、径）
・秋葉区金屋 （堤A）
・秋葉区中新田 （水・洗A、越B、堤B、基B）
・中新田災害対策機械等格納庫

●重要水防箇所とは・・・
洪水時に危険が予想され、重点的に巡視点検が必要な箇所をいい
「重要水防箇所」には、
•Ａ：水防上最も重要な区間
•Ｂ：水防上重要な区間
•要注意区間
の３ランクがあり、堤防の高さや洪水流下のための断面、堤防からの漏水等
の観点から指定されます。

※凡例 越：越水 堤：堤体漏水 基：基盤漏水
水・洗：水衝・洗掘 桁：桁下高不足 径：径間長不足

新潟市東区松浜町
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■基本的な防災行動とその実施主体を時系列で整理した、流域
タイムラインを作成
洪水等による被害を最小限にするためには、災害の発生を前提に、河川事務所等
と市区町村等が連携し、災害時の状況を予め想定し共有した上で、基本的な防災行
動とその実施主体を時系列で整理するタイムラインの作成・活用が有効です。
令和3年10月に国土交通省防災業務計画が見直され、国管理河川で先行して「避
難情報に着目したタイムライン」を複数の市区町村を対象とした「流域タイムライン」
に改めることとなりました。

■WEB会議ツールを活用した危機感の共有
また、台風・前線接近時等から関係機関とWEB会議ツールを活用した危機感の共
有を行う体制とすることで、流域全体での連携強化と市区町村の防災行動等の支援
を目的とします。

阿賀野川流域タイムラインについて

■阿賀野川流域タイムライン（案）

差し替え予定
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阿賀野川水系流域治水プロジェクト ポスターの作成

阿賀野川水系流域治水プロジェクトについて、上下流および構成機関が一体となり、より取組を展開し、地域へ周知・理解を深
めていく必要があります。

まずは、阿賀野川水系流域治水プロジェクトとしてのポスターを作成し、構成機関で掲示することで連携していることを広く展開
していきたいと考えております。印刷したポスターを配布しますので、各機関で掲示をお願いします。

阿賀野川水系流域治水
プロジェクトのポスター案 ３７



国土交通省阿賀野川河川事務所では、令和３年に下山地先に１基を新しく設置し、令和２年度までに

設置した４基と合わせ、沿川計５基にて運用中。

No. 名称

位置

河川 KP 左右
住所

（～市町村）
住所

（町丁目字～）

1 下山 阿賀野川 0.5 左 新潟市 下山地先

2 下里 阿賀野川 18.2 右 阿賀野市 下里地先

3 渡場 阿賀野川 29.6 右 阿賀野市 渡場地先

4 小流 阿賀野川 32.0 左 五泉市 小流地先

5 佐取 阿賀野川 33.7 左 五泉市 佐取地先

設置箇所合計５箇所

阿賀野川河川簡易カメラ
位置図 （阿賀野川）

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ③避難体制等の強化

実施内容 簡易型監視カメラの新規設置・運用開始

実施主体 国土交通省 阿賀野川河川事務所
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区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ⑥その他（排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施）

実施内容 排水計画（案）の作成（L2・3ブロック）

実施主体 国土交通省 阿賀野川河川事務所
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■小中学校や地域の自治会、コミュニティ協議会への防災出前講座

・令和４年度は以下の機関から依頼があり、防災出前講座を実施。

・市役所、商業施設、コミュティセンターなどにてパネル展を実施。
※令和４年度は６月～１０月にかけて７箇所で実施。

・Twitterでは、過年度の投稿でのインプレッション傾向より、動画・写真を
中心とした投稿を行い定期的なコンテンツの更新を行った。

■平常時での広報の取組（事業の周知、理解促進）

横越コミュニティ協議会

北区「環境と人間のふれあい館」 新津地域交流センター Twitter投稿

実施日 機関 参加者

６月１６日 新潟市立横越小学校 １０９名（１学年４クラス）

７月１０日 横越コミュニティ協議会（新潟市秋葉区） ８名

１０月１６日 満願寺町内会（新潟市秋葉区） ４０名

１０月２３日 新保地区町内会（阿賀野市） ２５名

１月２２日 千唐仁地区町内会（阿賀野市） ３４名

２月１８日 満日コミュニティ協議会（新潟市秋葉区） １４名

満願寺地区町内会 千唐仁地区町内会

区 分 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ⑥その他（防災意識の醸成）

実施内容 防災意識醸成に係る広報の取り組み

実施主体 国土交通省 阿賀野川河川事務所
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全３回シリーズの防災塾を実施。１回目と２回目では講義を行い、災害の危険性や避難行動を説明。

３回目では防災訓練を実施する。

区 分 Ⅲ 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

分 類 ⑥ その他

実施内容 防災塾の実施

実施主体 阿賀野川河川事務所、各自治会、阿賀野市

（様式2-取組概要）

阿賀野川河川事務所職員による講義 避難訓練での避難者受付
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